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3-3-5　新しい学問と化政文化

蘭学（解体新書）

＊小田家文書（山口市）53「解体新書」

解　説

「解体新書」は日本で最初の西洋医学翻訳書で，山脇東洋

の「蔵志」に影響された前野良沢，杉田玄白らの努力で，1774

（安永3）年に刊行されました。ドイツ人クルムスの「解剖図

譜」のオランダ語訳「ターヘル・アナトミア」を漢文訳したも

ので，神経・軟骨・動脈などの訳語を造り出しています。

「解体新書」は医学の発展に寄与したことはもちろんです

が，オランダ語の理解が進み，鎖国下の日本において西洋の文

物を理解する下地ができました。また江戸に私塾・芝蘭堂をひ

らいて多くの人材育成にあたった大槻玄沢などの人材が育つ契

機ともなりました。左の「解体新書」は，江戸時代に吉敷毛利

家の医師を務め，以後，代々医者として活動した小田家に伝来

したものです。

＊県史編纂所史料814「旧長門藩医員栗山孝

庵并旧長門藩士中島治平履歴写」

「解体新書」の刊行に先立つこと15年，

山脇東洋の高弟で萩藩主の侍医であった

栗山孝庵は，1759（宝暦9）年に，萩市大

屋で日本で初めての女性の腑分けを観臓

しています。これはその関係資料です。
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